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ブルー・カフタン
（原題）

4月公開予定

幻滅
嘘と詐欺にまみれたパリの都とマスメ
ディアを鋭く描く！豪華キャストが集
結した極上エンターテイメント。

4/14(金)～

午前4時にパリの夜は明ける
孤独な少女との出会いが「家族」の絆を
強くする―。深夜ラジオがつなぐ、愛お
しく大切な7年間の物語。

4/21(金)～

小さき麦の花
見合い結婚させられた農民のヨウティエと
内気なクイン。互いを慈しみ慎ましくも強い
絆で結ばれた日 を々追う＜奇跡の映画＞。

4/21(金)～

セールス・ガールの考現学

女子大生がアダルト・グッズショップ
でアルバイト！？モンゴル発、軽やか
でキュートな愛と人生の成長物語。

4/28(金)～

不思議の国の数学者
韓国映画界を代表する名優チェ・ミンシ
ク主演。脱北した天才数学者と男子学生
の交流がもたらす心温まる感動作。

4/28(金)～

GOLDF I SH
亜無亜危異（アナーキー）Gt.藤沼伸一に
よる初監督作。活動休止中のパンクバン
ドが30年を経て再結成へと動き出す。

3/31(金)～

1 4歳の栞
中学2年生、1クラス35人に密着したド
キュメンタリー。劇場でしか観られな
い本作を今年も限定上映！

3/17(金)～3/30(木)

デヴィッド・ボウイ
ムーンエイジ・デイドリーム
デヴィッド・ボウイとは一体何者だっ
たのか―。40曲の名曲と未公開映像が
誘うミュージック・オデッセイ。

3/24(金)～

犬、回転して、逃げる
泥棒という裏の顔を持つ青年と、この世の
終わりを願う婦人警官。2人の周囲で起こ
る騒動を描くサスペンスコメディ。

3/17(金)～3/23(木)

ひとりぼっちじゃない
この恋は、純愛か？それとも狂気か？

『ナラタージュ』の脚本家が自身の著書
を圧倒的な世界観で表現。

3/10(金)～

メグレと若い女の死
唯一の手がかりは高級ドレス、若い女
性の死に隠された真実とは？メグレ警
視が事件の背景に迫るミステリー。

3/17(金)～

本日のセンチュリーシネマの
上映時間や空席状況をチェック ▶
WEB購入は2日前から可能
WEB購入後の変更、キャンセルは不可

地下鉄名城線｢矢場町｣駅 名古屋PARCO東館8F

ぬいぐるみとしゃべる人はやさしい

舞台はとある大学の「ぬいぐるみサークル」。
”男らしさ”“女らしさ”のノリが苦手な大学
生と彼等を取り巻く人 を々描く。

4/14(金)～

わたしの見ている世界が全て

母の死をきっかけに社会性のない兄姉ら
と再会した遥風は「実家を売ろう」と言い
放つ。果たして4兄妹の心の行方は…？

4/14(金)～

ガール・ピクチャー
“たった3度の金曜日”で全てが変わる
こともある―。北欧発、ありのままの自
分と向きあう少女たちの青春物語。

4/7(金)～

シンデレラ ３つの願い
彼女が望んだのは、午前0時に解けない
魔法。誰もが知る物語を新解釈で描い
たもうひとつのラブストーリー。

3/31(金)～

マリリンとアインシュタイン
50年代米国を体現する著名人が、とあるホ
テルの一室に集合。性や人間関係、宇宙論
に至るまで議論が展開される異色の会話劇。

4/14(金)～
上映予定期間：2週間

特別料金：一律1,500円
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エブリシング・エブリウェア・
オール・アット・ワンス

A24史上NO.1ヒットのカンフ
ー・アクション・エンターテイ
メント!!家族との関係に悩みコ
インランドリーの経営に頭を
抱えるエヴリンは、夫に乗り移
った”別の宇宙の夫”から世界を
救う命運を託される。マルチバ
ースにジャンプしたエヴリン
は、カンフーの達人である”別の
宇宙のエヴリン”の力を得て新
たなヒーローに…!?

3/3(金)～

本年度アカデミー賞®10部門11ノミネート
作品賞・監督賞・主演女優賞・助演男優賞・脚本賞ほか

赦し
7年前に娘を殺害された克のもと
に、裁判所から、当時娘の同級生
だった加害者・福田夏奈の再審
通知が届いた。釈放を阻止する
ため証言台に立つ克と、辛い過
去に見切りをつけたい元妻・澄子
はすれ違う。やがて夏奈の口から
殺人の動機が明かされるが、怒り
に駆られた克はある行動を起こす
…。少年犯罪を題材に、被害者遺
族と加害者の葛藤を見すえたサ
スペンスフルな人間ドラマ。

4/28(金)～

聖地には蜘蛛が巣を張る

『ボーダー 二つの世界』のアリ・
アッバシ監督最新作。聖地マシ
ュハドで起きた娼婦連続殺人
事件。「街を浄化する」という犯
行声明のもと殺人を繰り返す
“スパイダー・キラー”に街は震
撼していたが、一部市民は犯人
を英雄視していた。事件を隠そ
うとする圧力のもと、女性ジャ
ーナリスト・ラヒミは危険を顧
みずに事件を追うが…。

4/14(金)～

第75回カンヌ国際映画祭
女優賞受賞


